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2019年相模原キャンパス点火祭
後の風景
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　今回の編集に携わらせていただく中で、コロナ禍における各部の取り組み状況
をより深く知ることができました。また、園児・児童・生徒・学生たちをはじめ、保護者や
教員の心の内にある思いや葛藤が、ほんの一部ながらも共有されたものと思います。
　恐れや不安の支配する深く大きな闇。その最中でお生まれになった神の御子
が、私たち一人ひとりの頬を優しく照らしてくださることを信じつつ。

（高等部教諭　神田 信輔）

髙砂 民宣

　未曽有の試練と危機とに直面することに
なった2020年も、残すところあとわずかと
なりました。昨年の今頃、新しい年にこのよ
うな世界規模の大惨事が起こるとは、いった
い誰が想像し得たでしょうか。私たちは今、
深い闇に閉ざされたような混迷の状態の中
で喘ぎ苦しんでいます。
　青山学院大学では、今年は3月の卒業式
も、4月の入学式も中止となりました。特に
4月から大学生となった1年生の中には、新
しい友人を思うように得ることができず、部
活やサークルに入るのも困難な状況となり、
「高校4年生」のような気持ちで毎日を過ごし
ている人が多いと伺っています。また、異例
の状況下のために就職活動が思うように行
かず、悲しみと怒りを覚えている大学4年生
がいます。このように新型コロナウイルスの
影響は、様々な所に及んでいます。
　感染拡大を防ぐために、大学では5月1日
から授業も礼拝もオンラインで行われるように
なりました。そして前期の終了と共に、教員
と学生の両者を対象に、授業に関するアン
ケートが実施されました。
　教員を対象としたアンケートでは、「授業
動画を繰り返し視聴できるので、学生たちの
授業理解度が高くなったと感じる」、「対面で

は語り尽くせない、知識体系の深くまで理解
した学生が少なからずいた」、「シャイな学生
も、オンラインだと質問しやすいのか、例年
よりも質問が多かった」といったプラスの
回答があったのに対し、「通常の授業準備の
倍以上時間が掛かる」、「学生たちの反応が
分からない」といった回答も見られました。
　また、学生を対象としたアンケートでは、
「通学時間が無くなったことにより、時間を有
効活用できる」、「青山キャンパスに所属する
学部生でも、相模原キャンパスで開講され
る講義を受講することができた」、「自分の
命、家族や周囲の大切な人々の命を考える
と、オンライン授業が望ましい」といった好
意的な意見がある一方、特に1年生の中に
「友人が作れない」、「先輩からアドバイスを
もらえない」といった意見がありました。ま
た、「課題の量が多くて目が疲れる」、「ひた
すらパソコンと向き合う毎日で、ストレスを感
じる」、「精神的な負担が大きい」、「睡眠時
間が足りない」といった否定的な意見もありま
した。アンケートを通して、教員と学生の両
者ともに賛否両論様々な意見があることが
伺えます。教職員も学生も、暗中模索のよう
な状態で、ようやくここまでたどり着くことが
できたという思いを抱いています。

　アドベントからクリスマスへ。それは、闇から光への旅路です。
色 な々ことがあり、色 な々ことがなかった2020年。私たちを照らす光とし
てこの世に来られた主イエス・キリストのご降誕を祝うクリスマスが近づい
てきます。嘆き悲しむ者に喜びを告げるクリスマスはすぐそこです。

（高等部宗教任　山元 克之）

讃美歌21・243番1節より

大学宗教主任

　「クリスマスを迎える時期というのは、一年

の終わりでもあります。過ぎた一年を振り返

ると、心が重く、暗く、悲しくなるというお方

もおられるでしょう。（中略）しかしこの暗く、

重く、悲しい出来事の中にも、神がおられ

て、神が自分の人生に計画を持っておられ

ることに気づくことができるならば、その悲し

みの出来事は、神からの深い慰めと大きな

喜びとなります。」（「はじめに」より）

　コロナ禍で迎えるクリスマスとなりました。

昨年の今頃は、2020年がこのような年にな

ろうとは想像もしていませんでした。誰にとっ

ても、心が暗く沈むことの多い一年だったで

しょう。しかしそうであればこそ、私たちの心

を照らすクリスマスの光は、よりその輝きを

増すのではないでしょうか。

　本書は、「ルカ福音書による37の黙想」と

あるように、待降節（アドベント）から1月6日

の公現日（エピファニー）まで１日に１章ずつ、

37日間読み進める「黙想」の書です。「黙想」

は英語で「meditation」または「silent medi-

tation」と言いますが、それは「黙って静かに

思い巡らす時間」であり、「自分の人生に起

こった出来事の意味を、神との対話の中で

考える」（「はじめに」）時間のことです。

　著者の大嶋重徳先生は、埼玉県川口市

にある鳩ケ谷福音自由教会の牧師であり、

昨年度までKGK（キリスト者学生会）の主事

として20年間、大学生・ユース世代と関わり

ながら、御言葉を語り続けて来られた先生

です。今年度から本学の教育人間科学部で

も「礼拝学」の授業を担当されており、また

以前には初等部や高等部の礼拝にも来られ

て、児童・生徒たちに向けて楽しく分かりや

すくメッセージを届けてくださったこともあり

ます。

　放っておけば、12月は忙しさに流されて、

あっという間に過ぎていきます。だからこそ本

書を手に取り、ご自分の生活の中から少しだ

け時間を取り分けて、「黙想」するクリスマス・

シーズンを迎えてみてはいかがでしょうか。

教会を訪問してみたい方
　キリスト教に関心があるけれど、新型コロナ

ウイルスのため、あるいはスケジュールの問

題で、日曜日の礼拝に行くことができないとい

うことがあると思います。多くの教会では、礼

拝をインターネット配信しています。それをご

覧になるとよいでしょう。青山学院大学・短大

オンライン礼拝も視聴することができます。

教会に所属するクリスチャンの方
　教会を訪問してみたいというビジターの

方々とは異なり、洗礼を受け教会に所属する

クリスチャンの方々は、基本的に毎週日曜礼

拝に出席することが期待されています。神を

知り、神の栄光をあらわし、神を喜ぶことを人

生の目的とする日本のプロテスタント教会は、

日曜礼拝を非常に重んじてきました。最近で

は、礼拝を「死守する」から「厳守する」、「遵

守する」と変わってきたように思います。しか

し、日曜礼拝を「守る」という表現には、週の

最初の日を神に捧げる、という思いが反映さ

れています。教会へ行き始めの頃は「行けると

き、行きまーす！」でよいのですが、そのステー

ジは、洗礼を受けるまでに卒業するものと考

えられています。

『クリスマスの約束 
  ― ルカ福音書による37の黙想』大嶋 重徳著　教文館  2019

闇は深まり、　夜明けは近し。

あけの明星、　輝くを見よ。

夜ごとに嘆き、　悲しむ者に、

よろこびを告ぐる、　朝は近し

闇の中に輝く光
クリスマス メッセージ

馬越 嶺
初等部教諭

　そのような状況にあって、今年もクリスマス
が近づいてきました。今年はいつも以上に、
旧約聖書に記された預言者イザヤの言葉が
身に沁みます。「闇の中を歩む民は、大いなる
光を見／死の陰の地に住む者の上に、光が
輝いた」。これは紀元前700年頃、イザヤと
いう預言者によって語られた言葉です。アッ
シリアという大国によって侵略を受け、民族と
してのアイデンティティを失いかけていたイス
ラエルの民。まさに苦難と闇の中を歩んでいた
イスラエルの民ですが、彼らは大いなる光を
見ると、イザヤは預言したのです。そしてこの
預言は、それから700年ほど後に、小さな「ひと
りのみどりご」が誕生することによって現実の
出来事となります。その「みどりご」とは、イ
エス・キリストを指しています。そしてこの約
束は「万軍の主の熱意」、すなわち神ご自身
の情熱によって実現すると、イザヤは力強く
預言しています。
　私たちも現在、コロナ禍にあって自由を抑
圧されています。そうした状況に置かれている
からこそ、今年のクリスマスは何か特別な響き
をもって私たちに迫ってくる気がします。世に
来てすべての人を照らす真の光であるイエス・
キリスト。この御方の御降誕を、皆で心を一つ
にして待ち望み、お迎えしたいと願います。

イザヤ書 9章 1～6節

　青山学院の礎を築いた一人であるドーラ・
スクーンメーカー宣教師は、恩師に宛てて
書いた手紙の中で、女子小学校創設につい
て、「この暗い世界に小さな光を灯す歩みを
始めました」と記したそうです。真の光である
イエス・キリストを、本当の意味で頂いたスクー
ンメーカー宣教師ならではの言葉であると
感銘を受けます。
　夜空に輝く月は、太陽の光を反射すること
によって輝いています。私たちも真の光である
イエス・キリストを心の中にお迎えすることに
よって、その光を反射して輝く者になりたい
と祈り願います。
　まもなく始まる新しい年も、希望をもって
力強く歩んで参りましょう。

シリーズ ・ キリスト教関連メディア紹介CHRISTIAN  BOOKS & CDs
あなたの
悩みと疑問に
お答えします！

質　問

聖日に
教会に行くことができないときには
どうしたらよいですか？

（大学経営学部2年生）

藤原 淳賀
大学宗教主任

　しかし、礼拝の大切さを理解した上で、そ

れでも日曜日に礼拝に出席できないことがあ

ると思います。体調の故、どうしても動かせな

いスケジュールの故に、あるいは、行くべきだ

と思いながらも心が重く、奉仕が重く、礼拝

へ行くことができないということもあるのでは

ないかと思います。

　そういうとき、どうしたらよいのでしょうか？

　休んでください。そして神の近くに憩う時

間を持って下さい。

　最も大切なことは、あなたが神の内にお

り、神をお愛しすることです。そして隣人を自

分のように愛することです。もし教会に来な

い人を審き、義務感から教会に行き奉仕をし

ているのなら、それは神が願っておられるこ

とではありません。ペテロが、イエス様のこと

を知らないと３度言った後、イエス様が語ら

れたのは、反省を求める言葉ではなく、あな

たは私を愛しますか、という問いでした。

　聖日に教会に行かれないとき、神と過ごす

時間を持って下さい。可能ならインターネット

の礼拝を視聴されたらよいでしょう。
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�e Salt of the Earth, �e Light of the World
地 の 塩 、世 の 光

（聖書 マタイによる福音書　第5章 13～16節より）
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闇の中を歩む者は、大いなる光を見
　　　死の蔭の地に住む者の上に、光が輝いた。

シリーズ

祈り


